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「令和６年度全国学力・学習状況調査」の結果についてのご報告 

  

４月に小学校６年生、中学校３年生を対象に実施された「全国学力・学習状況調査」の結果を報告いたしま

す。本校では、この調査結果をもとに、授業改善を重ね、児童の学力を高めていくよう努めてまいります。保

護者の皆様には、本調査の趣旨を十分に理解し、今後ともご協力いただきますようお願いいたします。 

 

１ 調査結果の概況 ※平均：内側点線円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学力調査の結果 
 

 

 

 

 

  教科 結果 

国 

語 

平均正答率 本校：75％ 全国（公立）平均：67.7％ 

・全ての問題において、正答率が全国平均を上回った。 

・「話すこと・聞くこと」の領域で、自分の考えが伝わるように表現を工夫する力が、他と比べて

高かった。 

算 

数 

平均正答率 本校：75％ 全国（公立）平均：63.4％ 

・全ての問題において、正答率が全国平均を上回った。 

・「データの活用」の領域で、二つのグラフから見いだした違いを記述する問題の正答率が他に比

べて低かった。 

「教科学力」「学習意欲に対する興味・関心等」「生活意識・学習習慣」については、全観点で全国平均を

上回る水準でした。その反面、「規範意識・自己有用感」の低さが目立ちます。 

＜全国基準＞ ＜神奈川県基準＞



３ 質問紙調査の結果 
【学習面】 

 
 

 本校では、GIGA スクール構想に伴い配備されたタブレット端末（iPad）を積極的に授業で活用するこ

とを進めています。タブレット端末を活用し、情報を収集、整理・分析、まとめ・表現できるように授業

づくりを進めています。上記出門に付随した質問の中でも、タブレット端末を活用することで、「自分の

考えや意見を分かりやすく伝えることができる」「友達と考えを共有したり比べたりしやすくなる」と多

くの児童が回答していました。今後もタブレット端末を活用することで、一人一人の学び方、学ぶペース

に合わせた授業展開を工夫してまいります。 

 

【生活面】

 
 

 

 
  「自分には、よいところがあると思いますか」という質問において、神奈川県平均、全国平均と比較

すると、「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答した児童が少なかったです。今年度

は、６年生でキャリア教育に取り組むほか、横浜プログラム等を活用すること、授業の中で自分自身の

取組の良さを振り返ることを充実させるなどして、自己肯定感・有用感を高められるよう取り組んでま

いります。 

 

1.当てはまる 2.どちらかといえば，当てはまる 3.どちらかといえば，当てはまらない 4.当てはまらない その他 無回答 


